
評

書

評

上
島
　
有
　
著

京
郊
庄
園
村
落
の
研
究

熱
　
　
田

公

　
上
島
有
楽
は
、
昭
和
三
二
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
、
東
寺
領
山
城
国
上

久
世
荘
に
関
す
る
研
究
論
文
六
篇
を
相
つ
い
で
発
表
さ
れ
学
界
に
多
く
の
問

題
を
提
起
さ
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら
五
一
〇
年
、
既
発
表
の
論
文
を
ほ
ぼ
全
面

的
に
改
稿
し
旧
稿
で
は
追
究
さ
れ
な
か
っ
た
テ
ー
マ
も
新
た
に
起
稿
し
て
、

全
九
章
五
〇
〇
頁
の
大
著
と
し
て
、
上
久
世
荘
研
究
を
大
成
さ
れ
た
。
．

　
上
久
世
荘
が
東
寺
領
と
な
っ
た
の
は
、
建
武
五
（
；
一
三
八
）
年
足
利
尊
氏

に
よ
る
地
頭
職
の
寄
進
に
は
じ
ま
る
。
し
た
が
っ
て
荘
園
と
し
て
は
、
い
わ

ゆ
る
解
体
期
に
東
寺
領
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
以
後
東
寺
の
膝
元
の
荘
園

と
し
て
中
世
末
ま
で
維
持
経
営
せ
ら
れ
、
関
係
史
料
は
「
東
寺
百
合
文
書
」

等
に
き
わ
め
て
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
結
果
、
上
久
世
荘
は
解

体
期
荘
園
の
具
体
的
様
栢
を
知
る
好
例
と
さ
れ
、
し
か
も
先
進
地
山
三
国
の

申
で
も
最
先
進
地
の
い
わ
ゆ
る
西
岡
地
方
の
一
角
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

救
世
後
期
の
社
会
構
成
を
考
え
る
上
に
も
指
標
的
な
荘
園
と
さ
れ
て
、
多
く

の
研
究
が
つ
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
と
は
い
え
近
時
中
世
史
全
体
の
興
隆
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
世
全
体
を
つ

ら
ぬ
く
土
地
制
度
で
あ
る
荘
園
自
体
の
研
究
、
な
か
で
も
荘
園
の
本
流
と
も

い
う
べ
き
東
寺
領
・
東
大
寺
領
・
興
福
寺
領
荘
園
等
の
研
究
は
、
か
な
ら
ず

し
も
み
の
り
豊
か
と
は
い
い
が
た
い
。
中
世
の
社
会
構
造
を
め
ぐ
る
研
究
は

格
段
の
前
進
を
と
げ
て
は
い
る
が
、
複
雑
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
も
つ
荘
園
自
体

の
実
証
的
な
研
究
の
前
進
が
十
分
で
は
な
い
た
め
に
、
中
世
の
社
会
構
造
の

研
究
は
大
き
な
制
約
を
背
負
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
学
界

の
現
状
の
中
で
、
上
島
氏
は
、
ま
さ
に
雌
伏
一
〇
年
、
荘
園
史
の
本
流
と
も

い
う
べ
き
上
久
世
荘
に
も
ろ
に
と
り
く
ん
で
本
書
を
上
梓
せ
ら
れ
た
。
上
島

氏
は
現
在
京
都
府
総
合
資
料
館
に
あ
っ
て
本
書
の
主
要
史
料
を
な
す
「
東
寺

百
合
文
書
」
の
整
理
に
専
念
し
て
お
ら
れ
る
が
、
公
務
の
か
た
わ
ら
本
書
を

ま
と
め
ら
れ
た
ご
努
力
は
敬
服
の
他
は
な
い
。
同
時
に
、
「
東
寺
百
合
文
書
」

中
に
は
、
上
島
氏
が
個
別
論
文
の
発
表
以
後
公
刊
さ
れ
、
関
係
史
料
は
本
書

で
も
駆
使
さ
れ
て
い
る
『
教
王
護
国
寺
文
書
』
と
ほ
ぼ
同
量
の
「
除
去
分
」

が
あ
る
や
に
う
か
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
新
史
料
（
現
在
は
整
理
中
に
つ
き
未

公
開
で
、
し
た
が
っ
て
む
ろ
ん
本
書
に
も
利
用
さ
れ
て
い
な
い
）
を
前
に
し
な
が
ら

あ
え
て
本
書
を
上
梓
せ
ら
れ
た
意
気
ご
み
に
圧
倒
さ
れ
る
。
い
さ
さ
か
停
滞

ぎ
み
の
蕪
聴
毛
研
究
の
現
況
に
あ
っ
て
、
本
書
は
そ
の
沈
滞
を
一
気
に
ふ
き

と
ば
す
近
来
に
な
い
快
著
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二

　
そ
こ
で
ま
ず
、
本
書
の
内
容
を
私
な
り
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
第
一
章
「
山
城
最
上
久
世
荘
の
概
観
」
は
、
本
書
の
導
入
部
と
し
て
、
上

久
世
荘
の
現
状
、
研
究
史
、
沿
革
、
土
地
台
帳
に
よ
る
復
原
を
通
じ
て
京
郊

荘
園
で
は
数
少
な
い
一
円
荘
で
あ
る
と
す
る
歴
史
地
理
的
考
察
が
な
さ
れ
て

い
る
。
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第
二
章
「
鎌
倉
末
・
南
北
朝
期
の
東
寺
」
は
、
後
宇
多
法
皇
・
後
醍
醐
天

皇
に
よ
る
興
隆
事
業
を
通
じ
て
、
一
＝
口
供
僧
・
学
僧
が
お
か
れ
、
東
寺
が

大
師
信
仰
に
も
と
つ
く
中
世
寺
院
に
脱
皮
し
た
経
緯
、
お
よ
び
足
利
尊
氏
に

よ
る
久
世
荘
の
寄
進
に
よ
っ
て
鎮
守
八
幡
宮
に
三
〇
口
の
供
僧
が
お
か
れ
た

事
情
を
述
べ
る
。
寺
院
領
荘
園
と
い
う
場
合
、
荘
園
所
有
者
は
、
　
「
荘
園
領

主
」
と
し
て
簡
単
に
抽
象
化
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
寺
院
の
内
部
構
造
と
複

雑
に
か
ら
ま
り
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
通
例
で
あ
り
、
そ
の
解
明
が
荘
園
史
研

究
の
〕
急
務
で
あ
り
、
東
寺
供
僧
方
な
ど
に
関
し
て
上
島
氏
自
身
に
よ
っ
て

も
別
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
第
二
章
は
概
観
に
と
ど
ま
り
、
第
一
章

に
つ
づ
い
て
導
入
部
を
な
し
て
い
る
。

　
第
三
章
「
南
北
朝
動
乱
と
名
の
解
…
体
」
は
、
元
享
四
（
～
三
二
四
）
年
の
田

数
お
よ
び
畠
・
畠
細
目
安
帳
、
建
武
三
（
一
～
二
｝
二
六
）
年
の
目
安
帳
、
暦
応
三

（
一
三
颯
○
）
年
の
実
検
名
寄
帳
、
延
文
二
（
一
三
五
七
）
年
の
百
姓
名
名
寄
帳

の
四
種
の
土
地
台
帳
の
分
析
と
、
荘
官
・
上
層
農
民
や
武
家
の
動
向
を
通
じ

て
南
北
朝
動
乱
期
の
農
村
を
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
種
の
土
地
台

帳
を
の
こ
す
こ
と
で
上
久
世
荘
は
荘
園
史
研
究
上
に
大
き
な
位
置
を
占
め
る

一
つ
の
理
由
と
な
り
、
豊
當
な
研
究
史
が
つ
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
上
島
氏
は
ま
ず
各
土
地
台
帳
が
作
製
さ
れ
た
背
景
を
考
証
し
、
暦
応
の

土
地
台
帳
は
、
半
済
停
止
を
獲
得
し
た
東
寺
が
「
知
行
始
」
と
し
て
検
注
を

突
施
し
て
作
成
し
た
微
税
台
帳
の
正
本
、
延
文
二
年
の
そ
れ
は
、
観
応
襲
乱

の
終
了
後
公
文
真
板
仲
使
が
作
製
し
た
微
税
原
簿
の
写
し
で
、
何
れ
も
現
実

の
関
係
を
し
め
す
基
本
史
料
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
土
地
台
帳
は
、
本
来
一

三
名
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
上
久
世
荘
が
、
元
享
四
年
に
は
三
九
恥
き
暦
応

三
年
に
は
三
七
名
、
延
文
二
年
に
は
五
二
名
に
よ
っ
て
名
請
さ
れ
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
「
名
の
解
体
」
の
一
典
足
白
と
し
て
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

名
請
人
の
性
格
規
定
は
各
論
者
に
よ
っ
て
微
妙
に
異
な
る
。
上
島
氏
は
、
e

名
請
人
は
、
例
外
を
除
い
て
当
時
上
久
世
荘
に
現
存
し
た
百
姓
で
あ
る
こ
と
、

㊨
い
ず
れ
も
「
名
主
職
所
有
者
」
で
あ
る
こ
と
、
鈎
蝋
般
粛
々
の
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
は
名
請
地
を
自
作
し
て
い
る
こ
と
、
㈱
彼
ら
は
そ
の
田
畠
に
対
す
る

売
買
・
読
渡
・
質
入
の
私
的
権
利
を
も
ち
、
し
た
が
っ
て
「
土
地
所
有
者
」

で
あ
る
こ
と
、
と
明
快
に
結
論
さ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
私
は
こ
の
結

論
に
は
全
面
的
に
は
従
い
得
な
い
が
、
「
知
行
始
」
と
し
て
作
成
さ
れ
た
土
地

台
帳
は
、
単
純
明
快
な
規
準
に
よ
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
安
良
城
盛
昭
属

や
村
田
修
三
氏
の
ご
と
く
、
作
人
層
を
含
む
重
層
構
造
を
見
い
だ
そ
う
と
す

る
考
え
方
よ
り
も
、
上
島
氏
の
方
法
に
賛
成
で
あ
る
。
土
地
台
帳
作
成
の
明
快

な
基
準
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
上
島
氏
の
方
法
は
、
動
乱
期
の
上
久
世
荘
を

め
ぐ
る
動
向
の
分
析
を
通
じ
て
よ
り
強
調
さ
れ
る
。
動
乱
期
に
活
躍
し
た
道

法
－
末
継
、
覚
賢
－
入
王
は
別
の
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
観
応
の

擾
乱
も
荘
園
内
部
深
く
影
響
し
た
こ
と
を
解
明
さ
れ
る
。
こ
の
間
、
荘
官
や

有
力
農
民
の
土
地
台
帳
上
に
お
け
る
録
有
高
も
激
変
し
、
旧
勢
力
が
一
掃
さ

れ
て
新
ら
し
い
村
落
秩
序
が
形
成
さ
れ
た
、
と
す
る
。
こ
こ
に
東
寺
領
上
久

世
荘
の
真
の
出
発
が
あ
る
わ
け
で
あ
ろ
が
、
動
乱
期
の
荘
官
層
の
動
向
は
、

国
人
・
在
地
領
主
暦
の
問
題
を
考
え
る
場
合
の
一
つ
の
基
礎
史
料
と
な
ろ
う
。

　
第
四
章
「
庄
園
領
主
経
済
と
年
貢
・
公
事
賦
課
の
実
態
」
は
、
ま
ず
、
土

地
台
帳
の
記
載
を
通
じ
て
、
東
寺
に
よ
る
年
貢
・
公
事
の
賦
課
は
、
元
享
四

年
、
鎌
倉
・
得
宗
領
時
代
の
数
量
・
賦
課
形
式
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
し
た

こ
と
、
し
た
が
っ
て
年
貢
高
も
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
が
、
鎌
倉
時
代
、

人
夫
役
、
藁
・
草
用
途
以
下
す
べ
て
代
銭
純
化
さ
れ
て
い
た
公
事
の
う
ち
、

人
夫
役
は
野
夫
に
か
わ
り
、
藁
も
現
物
と
な
り
、
と
く
に
人
夫
役
の
現
品
化

せ
、
大
億
ば
な
収
奪
強
化
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
つ
い
で
南
北
朝
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四

三
・
室
町
初
期
の
年
貢
・
公
事
徴
収
の
実
際
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
文
安
に

い
た
る
室
町
時
代
、
年
貢
高
は
二
〇
〇
石
前
後
が
納
入
さ
れ
、
銭
納
化
さ
れ

た
公
事
銭
と
と
も
に
、
全
体
と
し
て
順
調
に
収
納
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
さ

れ
る
。
人
幕
吏
に
つ
い
て
は
特
別
に
検
討
さ
れ
、
旧
名
に
よ
る
名
別
賦
課
と

い
う
形
式
を
の
こ
し
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
一
反
、
一
反
の

田
地
に
そ
の
田
地
固
有
の
公
事
日
が
設
定
さ
れ
、
　
「
も
は
や
か
つ
て
の
名
別

賦
課
と
い
う
公
事
微
収
の
方
法
は
完
全
に
揚
棄
さ
れ
て
い
る
」
と
結
論
さ
れ

る
。
こ
こ
で
も
明
快
に
玉
名
体
制
の
揚
棄
を
指
摘
さ
れ
る
が
、
し
か
し
そ
の

論
証
は
、
十
分
説
得
的
と
は
、
私
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
つ
い
で

現
認
の
徴
収
に
よ
る
収
奪
強
化
は
、
荘
昆
の
滞
納
・
未
進
を
ま
ね
く
。
そ
れ

に
対
し
て
東
寿
は
夫
米
を
微
徴
し
て
対
抗
し
よ
う
と
す
る
対
応
策
を
示
す
こ

と
を
指
摘
さ
れ
る
。

　
第
五
章
「
『
職
の
分
化
』
と
高
利
貸
資
本
の
動
き
」
で
は
、
室
町
期
の
主

要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
加
地
子
名
主
職
に
つ
い
て
く
わ
し
く
検
討
さ
れ
る
。

ま
ず
土
地
売
買
の
分
析
を
通
じ
て
、
加
地
子
得
分
の
性
格
は
　
e
　
荘
園
領

主
に
負
担
す
る
年
貢
を
上
廻
る
、
生
産
力
向
上
分
、
⇔
　
e
に
公
事
分
を
加

え
た
も
の
（
本
来
無
公
事
田
の
場
合
、
公
事
の
未
進
が
固
定
化
し
た
場
合
、
荘
園
領
主

か
ら
の
公
事
を
免
除
さ
れ
た
場
合
等
種
々
の
場
合
が
あ
る
が
）
に
大
別
さ
れ
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
荘
園
領
主
の
収
奪
を
上
廻
る
剰
余
生
産
を
生
み
だ
し
得
る
生
産

力
段
階
に
お
い
て
加
地
子
得
分
が
成
立
す
る
。
そ
の
得
分
の
買
得
者
は
、
東

金
の
関
係
者
、
近
隣
の
寺
院
・
庵
室
の
ほ
か
、
高
利
貸
が
多
い
。
売
券
の
分
析

を
通
じ
て
、
加
地
子
得
分
と
買
価
の
問
に
ほ
ぼ
七
倍
（
得
分
の
七
年
分
が
買
価
）

と
い
う
一
定
の
経
済
法
測
が
あ
わ
せ
て
指
摘
さ
れ
る
が
、
か
く
て
加
地
子
得

分
の
高
利
貸
資
本
に
よ
る
集
積
は
、
利
潤
追
究
の
対
象
と
し
て
な
さ
れ
、
そ

の
結
果
加
地
子
名
主
は
「
庄
園
制
的
取
取
体
系
と
は
別
の
収
奪
の
体
系
を
形

‘

成
」
（
二
三
八
頁
）
す
る
。
南
北
朝
後
期
・
室
町
前
期
の
段
階
に
お
い
て
、
こ
う

し
た
関
係
は
一
般
的
に
成
立
し
、
そ
の
段
階
で
、
名
主
・
各
号
職
は
得
分
権

化
す
る
。
こ
の
名
主
を
延
文
段
階
の
未
分
化
な
名
主
と
区
分
し
て
「
加
地
子

名
主
」
と
呼
ば
れ
る
。
な
お
こ
の
も
と
で
作
人
は
加
地
子
の
未
進
な
き
限
り

改
易
さ
れ
ず
、
年
貢
・
公
事
を
直
納
す
る
場
合
も
多
く
、
加
地
子
名
主
と
の

関
係
は
「
い
か
な
る
意
味
で
も
小
作
関
係
と
は
い
い
難
い
」
（
二
五
六
頁
）
と

さ
れ
る
。
以
上
が
上
島
氏
に
よ
る
上
久
世
荘
に
お
け
る
「
職
の
分
化
」
の
実

体
で
あ
り
、
論
旨
も
明
快
で
あ
る
。
と
く
に
加
地
子
得
分
の
成
立
過
程
を
、

数
量
的
に
も
明
確
に
さ
れ
よ
う
と
し
た
努
力
は
傾
聴
に
値
す
る
。
た
だ
し
、

加
地
子
得
分
と
売
価
は
七
倍
と
い
う
計
算
は
、
升
の
大
小
も
和
市
も
無
視
し

て
一
合
1
1
一
文
の
計
箕
で
あ
り
単
純
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
高
利
貸
資
本
が

多
呈
に
進
出
す
る
背
景
に
は
一
定
の
経
済
法
則
が
横
た
わ
る
は
ず
で
あ
り
、

上
島
氏
の
論
証
を
出
発
と
し
て
「
職
の
分
化
」
の
研
究
は
今
後
こ
の
面
で
も

一
層
進
化
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
加
地
子
名
主
の
位
置
づ

け
と
性
格
規
定
を
、
単
純
明
快
に
わ
り
き
ら
れ
よ
う
と
さ
れ
る
努
力
に
は
敬

服
す
る
し
、
私
自
身
大
賛
成
で
あ
る
が
、
こ
の
結
論
に
も
、
後
述
す
る
よ
う

に
全
面
的
に
は
承
伏
し
か
ね
る
。

　
第
六
章
「
庄
園
村
落
と
庄
家
の
一
揆
」
は
、
荘
罠
の
階
層
構
成
の
検
討
を

も
と
に
、
公
文
真
板
氏
の
動
向
、
用
水
問
題
や
年
貢
減
免
を
め
ぐ
る
荘
家
の

一
揆
の
分
析
を
通
じ
て
、
南
北
朝
末
・
室
町
前
半
期
の
荘
園
村
落
の
具
体
纈

を
解
明
さ
れ
る
。
こ
の
段
階
の
上
久
世
荘
の
階
層
構
成
に
つ
い
て
は
、
永
原

慶
二
氏
に
よ
る
、
ω
代
官
的
名
主
、
②
名
主
、
㈹
中
小
規
模
名
主
職
所
有
者

一
百
姓
、
ω
下
人
、
の
四
階
層
か
ら
な
る
と
す
る
有
名
な
見
解
が
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
す
る
批
判
の
形
を
も
っ
て
自
説
を
展
開
さ
れ
る
。
ま
ず
代
官
的
名

主
と
さ
れ
る
、
岩
内
最
大
の
名
請
地
を
も
つ
真
板
氏
の
保
有
地
の
経
営
は
永
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原
氏
や
田
端
泰
子
氏
ら
論
者
の
見
解
と
は
異
な
っ
て
、
若
干
の
自
作
地
、
加
地

子
得
分
地
の
ほ
か
は
、
荘
内
一
般
農
民
に
対
す
る
小
作
貸
出
地
で
あ
り
、
下

人
羅
名
子
的
隷
属
民
の
提
供
す
る
労
働
力
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
て
い
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
名
請
地
の
性
格
を
示
す
史
料
の
分
析
を
通
じ
て
主

張
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
対
極
を
な
す
下
人
層
の
存
在
も
否
定
さ
れ

る
。
②
の
名
主
身
分
は
、
旧
名
は
完
全
に
解
体
し
た
と
す
る
第
四
章
の
見
解

か
ら
名
主
身
分
は
否
定
さ
れ
る
が
、
地
侍
層
で
あ
り
、
公
文
と
と
も
に
村
落

の
指
導
層
と
な
る
。
㈲
の
階
層
は
加
地
子
名
主
職
が
一
般
的
に
成
立
し
た
段

階
で
「
名
主
職
」
に
は
意
味
は
な
く
、
「
一
般
の
独
立
の
農
民
1
1
直
接
耕
作

者
に
百
姓
と
規
定
」
（
二
八
二
頁
）
さ
れ
、
荘
民
の
中
心
を
し
め
る
。
か
く
て

荘
民
の
構
民
は
、
侍
衆
一
百
姓
の
二
階
層
か
ら
な
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と

強
調
さ
れ
、
…
催
瀧
用
水
を
め
ぐ
る
百
姓
の
動
向
、
年
貢
減
免
要
求
を
め
ぐ
る

荘
家
の
一
揆
の
分
析
を
通
じ
て
、
侍
衆
と
百
姓
と
が
「
完
全
に
一
致
し
て
」

活
動
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
第
七
章
「
寒
川
氏
と
侍
衆
の
動
き
」
は
、
応
仁
の
乱
に
い
た
る
時
期
の
、

在
地
領
主
と
侍
衆
の
分
析
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
上
島
氏
は
二
つ
の
大
き
な
主

張
を
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
在
地
領
主
－
一
国
客
層
の
問
題
に
関
し
て
、
研
究
史

の
整
理
の
上
に
た
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
西
岡
被
官
人
u
国
人
層
と
、
そ
れ
以
外

の
侍
衆
と
の
区
別
を
主
張
さ
れ
る
。
真
板
氏
の
あ
と
上
久
世
荘
の
公
文
職
を

獲
得
し
た
寒
川
之
光
は
寒
川
の
惣
領
家
で
あ
る
が
、
在
費
し
た
の
は
公
文
代

の
支
族
で
あ
り
ゃ
が
て
公
文
を
称
す
る
。
こ
の
公
文
寒
川
氏
と
西
岡
被
官
人

野
田
泰
忠
と
の
動
向
の
差
を
ふ
ま
え
て
、
国
人
は
幕
府
か
ら
御
家
人
と
し
て

与
え
ら
れ
た
地
頭
職
を
所
領
の
根
幹
と
し
、
領
主
と
し
て
喪
民
に
の
ぞ
む
の

に
対
し
て
、
土
豪
・
地
侍
は
、
第
六
章
の
侍
衆
と
し
て
、
　
「
そ
の
村
落
を

構
成
す
る
一
員
と
し
て
の
地
位
に
あ
ま
ん
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
区
別

さ
れ
る
。
こ
の
主
張
は
、
在
地
領
主
の
問
題
を
深
め
る
上
に
き
わ
め
て
重

要
な
指
摘
で
あ
る
。
野
田
泰
忠
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
乙
訓
郡
の
国
　
揆
の
指
導

考
で
あ
る
が
、
そ
の
領
主
権
の
発
生
を
こ
の
差
に
求
め
得
る
と
す
れ
ば
、
国

人
湘
在
地
領
主
制
の
解
明
に
大
き
な
意
義
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、
華

甲
の
変
質
に
関
し
て
で
あ
る
。
第
六
章
の
段
階
で
、
侍
衆
・
百
姓
が
～
致
し

て
行
動
し
て
い
た
が
、
長
禄
三
（
一
四
五
九
）
年
の
、
例
の
侍
中
・
地
下
分
を

区
別
し
た
起
請
文
を
境
と
し
て
、
文
書
の
上
で
も
「
名
主
百
姓
申
状
」
が
姿

を
消
し
、
代
っ
て
「
年
寄
衆
連
署
状
」
が
出
現
し
、
し
か
も
年
貢
を
請
負
い
、

検
断
の
実
務
を
も
つ
な
ど
、
年
寄
衆
独
自
の
組
織
が
、
農
民
支
配
の
組
織
と
し

て
成
立
す
る
。
戦
国
時
代
に
入
っ
て
村
落
は
一
部
の
年
寄
衆
の
利
益
を
守
る

組
織
に
変
貌
す
る
。
こ
の
事
実
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
段
階
に
い
た
っ
て
農
民

の
階
層
分
化
が
進
行
し
、
　
「
私
的
隷
属
関
係
扁
が
あ
ら
た
に
展
開
し
た
こ
と

を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
高
利
貸
資
本
や
幕
府
・
守
護
な
ど
の
収
奪
に

よ
っ
て
田
畠
や
象
屋
を
失
な
う
農
民
が
出
現
し
、
公
文
や
当
芸
か
ら
個
人
的

庇
護
を
う
け
る
「
下
百
姓
」
　
「
下
人
」
が
出
現
す
る
。
こ
の
段
階
で
、
こ
れ

ら
下
人
を
隷
属
せ
し
め
た
階
層
は
、
荘
園
領
主
と
の
関
係
で
は
「
名
主
」
と

呼
ば
れ
る
。
元
亀
元
年
十
二
月
十
五
日
付
年
寄
衆
書
聖
請
文
で
は
、
「
名
主
」

1
「
小
百
姓
」
の
階
層
構
成
が
出
現
す
る
。
こ
の
請
文
は
安
良
城
盛
昭
氏
に

よ
っ
て
、
家
父
長
竿
奴
隷
制
の
残
存
を
し
め
す
史
料
と
さ
れ
る
が
、
上
島
氏

は
、
前
述
二
、
四
章
の
分
析
を
ふ
ま
え
つ
つ
「
中
徴
後
期
の
新
ら
し
い
階
層

分
化
の
展
開
を
示
す
も
の
」
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
上
久

世
荘
の
構
造
獲
開
の
根
幹
に
ふ
れ
る
大
問
題
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
の
ち
に

ふ
れ
た
い
が
、
村
落
の
構
造
変
化
の
分
析
と
比
べ
て
も
、
隷
属
関
係
が
新
ら

し
く
展
開
し
た
も
の
と
さ
れ
る
に
は
、
か
な
ら
ず
し
も
十
分
な
論
証
と
は
な

っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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書

　
第
八
章
「
応
仁
・
文
明
の
乱
と
武
家
の
荘
園
侵
略
」
は
、
応
仁
の
乱
と
、

つ
づ
く
戦
国
前
期
の
争
乱
の
な
か
で
東
寺
坐
上
久
世
荘
が
崩
壊
し
て
ゆ
く
姿

を
あ
と
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
大
乱
の
勃
発
と
と
も
に
、
公
文
職
を
争
う
侍

衆
真
板
・
寒
川
両
氏
が
東
西
に
分
れ
て
対
立
し
、
身
内
を
混
乱
に
み
ち
び
く
。

悠
仁
二
（
一
四
六
八
）
年
、
戦
火
の
洛
外
拡
大
と
と
も
に
、
畠
山
義
就
は
上

久
世
荘
を
没
収
し
、
下
久
世
荘
で
は
聖
衆
に
足
軽
四
分
一
済
を
給
し
さ
ら
に

半
済
を
実
施
す
る
。
明
搭
八
（
一
四
九
九
）
年
細
川
政
元
が
半
済
を
実
施
、
文

亀
元
（
一
五
〇
一
）
年
層
富
元
家
が
公
文
職
を
押
領
、
永
正
元
（
～
五
〇
四
）
年

香
西
又
六
も
半
済
を
実
施
す
る
。
こ
の
章
の
「
は
じ
め
に
」
で
上
島
氏
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
京
の
近
郊
に
お
け
る
応
仁
の
乱
の
研
究
は
皆
無
で

あ
り
、
つ
づ
く
戦
国
前
期
、
荘
園
の
復
興
と
解
体
も
ま
た
、
数
量
的
に
は
豊

冨
な
史
料
が
あ
り
な
が
ら
従
来
ま
っ
た
く
追
究
さ
れ
て
い
な
い
。
政
治
史
か

ら
も
荘
園
史
の
上
か
ら
も
、
貴
重
な
分
析
で
あ
る
。

　
第
九
章
「
東
寺
の
庄
園
支
配
の
衰
退
」
は
、
永
正
四
（
一
五
〇
七
）
年
の
算

用
帳
の
分
析
と
、
前
章
に
つ
づ
く
荘
園
の
解
体
過
程
の
分
析
で
あ
る
。
永
正

四
年
の
箕
用
帳
は
、
全
荘
規
模
で
荘
園
の
構
造
を
し
め
す
最
後
の
帳
簿
で
あ

る
が
、
ま
ず
波
々
伯
部
源
次
郎
ら
が
「
公
文
分
」
を
押
領
し
て
い
る
状
況
の

も
と
で
、
「
公
文
代
官
」
寒
廻
燈
光
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
、
と
そ
の

性
格
を
検
討
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
記
載
内
容
で
は
、
傭
役
地
二
五
町
八
反
余
と

分
米
地
三
一
町
四
反
余
に
分
か
れ
、
本
役
地
の
年
貢
斗
代
三
～
四
斗
に
対
し

て
、
分
米
地
は
一
律
に
一
石
一
斗
で
、
両
者
は
顕
著
に
差
を
し
め
す
。
こ
の

本
役
地
は
、
寺
家
の
支
配
に
属
し
、
登
録
者
は
名
主
職
所
有
者
で
あ
り
、
年

貢
は
南
北
朝
い
ら
い
伝
統
の
悪
業
を
継
承
す
る
。
一
ぼ
う
分
米
地
は
波
々
伯

部
ら
の
押
領
の
対
象
と
な
っ
た
「
公
文
分
」
で
あ
り
、
登
録
者
は
直
接
耕
作

老
で
あ
り
、
斗
代
は
本
役
相
当
分
と
公
事
相
当
分
か
ら
な
る
と
考
え
ら
れ
、

か
く
し
て
古
い
荘
園
領
主
の
収
奪
体
系
と
、
新
ら
し
い
武
土
の
そ
れ
が
併
存

す
る
。
一
ぼ
う
土
地
所
有
状
況
で
は
、
侍
分
が
全
体
の
五
三
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
を
し
め
、
百
姓
分
は
三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
精
緻

に
算
用
状
を
分
析
さ
れ
、
本
役
地
・
分
米
地
の
説
明
も
明
快
に
わ
り
き
っ
て

お
ら
れ
る
が
、
そ
の
経
営
形
態
の
説
明
と
と
も
に
、
し
か
し
疑
問
は
の
こ
る
。

侍
衆
は
土
地
所
有
面
で
も
優
位
を
し
め
、
連
合
し
て
公
文
代
寒
川
氏
を
追
い

だ
し
、
「
寺
家
被
官
」
と
し
て
事
務
を
行
な
う
に
い
た
る
。
そ
し
て
彼
ら
は

漸
次
「
武
家
被
宕
」
に
組
織
さ
れ
、
荘
園
は
内
部
か
ら
解
体
す
る
。
こ
れ
を

反
映
し
て
、
戦
国
後
期
の
東
寺
の
年
貢
収
納
高
は
激
減
す
る
。

三

　
全
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
精
緻
な
研
究
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
く
、
蕪
雑
な
紹
介
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
真
価
を
損
じ
は
し
な
か
っ

た
か
と
お
そ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
土
地
台
帳
の
分
析
を

横
断
面
と
し
、
侍
立
・
農
民
の
動
向
を
縦
軸
と
し
て
、
上
久
世
荘
の
歴
史
と

史
料
が
提
示
す
る
問
題
に
真
正
面
か
ら
と
り
く
ま
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

研
究
史
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
一
章
を
設
け
て
は
い
な
い
が
、
先
行
の
研
究

は
随
処
に
く
わ
し
く
紹
介
し
て
い
ね
い
に
批
判
さ
れ
、
中
世
後
期
の
荘
園
史

を
中
心
と
す
る
社
会
経
済
史
の
諸
問
題
の
こ
よ
な
き
指
導
書
と
も
な
っ
て
い

る
。　

と
は
い
え
、
以
上
紹
介
の
中
に
、
感
想
を
含
め
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
の

論
旨
に
は
若
干
の
疑
念
を
禁
じ
え
な
い
。
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
お

く
な
ら
ば
、
・
そ
の
主
た
る
も
の
は
、
名
主
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
旧
名
の
問
題
に
関
し
て
、
上
島
氏
は
、
夫
役
が
田
地
の
反
別
賦

課
さ
ら
に
田
地
固
有
の
賦
諜
と
な
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
旧
名
は
完
全
に
形
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骸
化
し
さ
っ
た
も
の
と
き
れ
る
。
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
煽
名
の
名

称
が
長
く
史
料
の
上
に
散
見
す
る
事
実
は
、
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
た
と
え
ば
、
癒
永
十
四
年
の
人
夫
繍
帳
に
は

　
　
三
月
分

　
執
行
御
房
　
本
名
　
西
輪
院
・
・
　
合
円
山

な
ど
と
み
え
る
（
『
教
王
護
国
寺
文
瀞
』
九
一
八
）
。
こ
の
史
料
は
上
島
氏
に
よ
っ

て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
各
院
家
に
名
別
に
割
り
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

の
意
味
は
積
極
的
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
上
久
世
荘
は
、
本
名
体
制
が

解
体
し
た
の
ち
に
東
寺
領
と
な
り
、
新
編
成
の
も
と
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
頗

名
が
形
骸
化
し
さ
っ
て
い
る
も
の
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
割
り
あ
て
の
単
位
と

す
る
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
む
ろ
ん
土
地
台
帳
の
内
容
か
ら
旧
名

の
役
割
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
上
島
氏
は
あ

ま
り
に
過
小
評
価
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
つ
て
杉
山
博
氏
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
た
、
隣
荘
久
我
荘
に
お
け
る
幾
名
主
体
制
の
問
題
を
私
は
想
起
す

る
の
だ
が
、
　
「
沙
汰
人
」
と
も
な
っ
た
年
寄
・
侍
衆
と
の
系
譜
の
上
に
も
、

旧
名
の
系
譜
を
顧
慮
す
る
必
要
は
あ
り
は
し
な
い
か
。
少
な
く
と
も
、
長
期

に
わ
た
っ
て
残
存
す
る
旧
名
の
名
称
は
、
上
久
世
荘
支
配
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
明
す
る
か
く
さ
れ
た
鍵
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
、
暦
応
・
延
文
の
南
北
朝
段
階
の
土
地
台
帳
登
録
者
、
上
島
氏
の

「
名
主
百
姓
」
を
、
名
請
地
を
自
作
し
、
私
的
権
利
を
も
つ
「
土
地
所
有
老
」

と
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
名
主
職
を
売
買
譲
渡
す
る
こ
と
は
事
実

と
し
て
存
在
し
、
そ
れ
な
く
し
て
つ
づ
く
加
地
子
名
主
や
他
所
名
主
は
成
立

し
得
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
自
作
」
に
も
と
つ
く
土
地
所
有
の
健

脚
で
あ
る
か
ど
う
か
。
少
な
く
と
も
上
島
氏
は
、
名
請
地
を
「
自
作
」
し
て

い
る
積
極
的
史
料
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
拠
証
と
さ
れ
る
刑
部
太
郎
請
文

も
、
出
作
に
よ
っ
て
公
事
を
無
沙
汰
す
る
の
で
、
荘
内
に
住
宅
を
建
て
た
。

よ
っ
て
寺
…
恩
と
し
て
名
工
畠
を
宛
賜
わ
り
、
そ
の
名
田
畠
の
年
貢
・
公
事
を

請
負
う
、
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
耕
作
の
事
実
を
示
し
て
は
い
な
い
。
前
述
の

よ
う
に
、
農
民
の
土
地
台
帳
へ
の
登
録
に
は
明
白
な
規
準
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
れ
は
し
か
し
、
　
「
自
作
農
民
」
を
登
録
す
る
方
針
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
。
こ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
と
き
、
私
は
た
と
え
ば
高
野
山
が
元
申
元

（一

O
八
四
）
年
官
省
符
荘
の
下
地
校
合
に
さ
い
し
、
「
下
地
校
合
之
時
者
、
以

本
村
切
土
帳
、
奉
行
衆
井
地
主
、
作
人
、
立
田
認
可
明
之
」
な
ど
と
衆
徒
一

同
の
起
請
文
を
と
り
か
わ
し
、
田
畠
一
筆
、
一
筆
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
っ

た
過
程
を
念
頭
に
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
上
久
世
荘
に
あ
っ
て
、
明
白

な
規
準
と
い
え
ば
、
名
主
職
所
有
者
翻
年
貢
・
公
事
負
担
者
（
こ
の
場
合
、
事

実
に
お
い
て
、
ま
た
寺
家
の
あ
る
程
度
の
規
欄
に
か
か
わ
ら
ず
、
名
主
職
を
売
買
・
譲

渡
し
え
た
こ
と
か
ら
、
東
寺
流
か
あ
る
い
は
久
世
流
と
規
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
）
と
い

う
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
例
外
的
に
で
は
な
く
、
地
主
や
加

地
子
名
主
を
も
含
み
得
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
三
に
、
加
地
子
名
主
を
も
っ
て
、
い
か
な
る
意
味
で
も
作
人
と
の
間
に

小
作
関
係
は
な
く
、
荘
園
制
的
収
奪
と
は
別
個
の
土
地
所
有
と
さ
れ
る
こ
と

に
関
し
て
で
あ
る
。
た
し
か
に
加
地
子
名
主
は
、
経
済
法
則
に
の
っ
と
っ
た

代
価
を
支
払
っ
て
加
地
子
得
分
を
買
得
し
た
が
、
で
は
加
地
子
と
は
地
代
で

あ
ろ
う
か
、
利
子
な
い
し
配
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
、
加
地
子

名
主
は
ど
の
よ
う
に
し
て
加
地
子
を
実
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
鎌
倉
末
期
、

大
和
や
和
泉
や
紀
伊
、
た
ど
え
ば
東
大
寺
大
仏
灯
油
料
田
や
高
野
山
御
影
堂

陀
羅
尼
田
な
ど
の
史
料
で
は
、
地
主
i
作
人
関
係
や
加
地
子
得
分
は
か
な
り

ひ
ろ
く
成
立
し
て
い
る
が
、
そ
の
加
地
子
の
実
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
、
私

は
ど
う
し
て
も
荘
園
体
制
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
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評給

い
る
。
な
お
東
寺
関
係
者
の
加
地
子
名
主
化
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
上
島
氏

は
積
極
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
東
寺
関
係
者
と
、
荘
園
領
主
と
は
明

瞭
に
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　
第
四
に
、
室
町
後
期
に
い
た
っ
て
、
あ
ら
た
に
展
開
す
る
と
さ
れ
る
、
侍

衆
に
よ
る
私
的
隷
属
の
展
開
の
問
題
で
あ
る
。
室
町
段
階
に
お
け
る
公
文
真

板
氏
の
経
営
に
つ
い
て
、
名
子
的
隷
属
農
民
に
よ
る
経
営
を
否
定
さ
れ
る
上

島
氏
は
、
七
章
で
は
「
下
百
姓
」
　
「
下
人
」
の
明
白
な
指
摘
を
さ
け
て
お
ら

れ
る
か
に
み
え
る
が
、
九
章
で
は
、
近
江
国
井
戸
村
の
例
を
援
用
さ
れ
な
が

ら
、
　
「
七
町
六
反
余
の
利
重
氏
の
（
加
地
子
名
主
職
保
有
地
の
）
小
作
貸
出
地
を

耕
す
農
民
は
南
北
朝
期
の
土
地
所
有
者
匹
自
作
名
主
の
系
譜
を
引
く
独
立
の

農
民
で
あ
る
が
、
室
町
末
期
以
降
在
地
に
み
ら
れ
る
村
落
の
変
化
に
応
じ
て
、

い
ろ
ん
な
形
で
利
金
氏
の
私
的
隷
属
関
係
に
包
摂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
百

姓
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
（
四
七
六
頁
）
、
利
倉
氏
の
被
官
（
下
人
）
の
場
合
を

も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
爾
詑
朝
揮
い
ら
い
、
一
貫
し
た
「
小
農
斑

の
成
長
」
の
み
を
云
々
す
る
の
は
あ
ま
り
に
お
め
で
た
い
が
、
利
倉
疵
の
経

営
を
事
実
と
す
る
（
積
極
的
論
証
は
な
い
が
）
な
ら
、
逆
に
南
北
朝
期
の
名
主
百

姓
の
理
解
は
、
再
検
討
の
余
地
は
あ
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
永
正
の
算
用
帳
の
分
析
に
つ
い
て
、
本
曇
地
珪
加
地
子
名
主
、

分
米
地
一
自
作
地
と
い
う
一
見
明
快
な
分
析
に
も
、
疑
念
は
の
こ
る
。
た
し

か
に
本
役
地
の
年
貢
は
す
べ
て
寺
納
さ
れ
、
分
米
地
は
公
文
分
が
微
早
し
て

い
る
が
、
荘
園
制
の
枠
内
で
い
う
な
ら
、
四
章
で
分
析
さ
れ
て
い
る
一
色
潤

と
の
関
係
、
さ
ら
に
ま
た
「
分
米
」
の
言
葉
自
体
、
東
導
へ
の
年
貢
の
用
語

で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
そ
の
辺
の
事
情
は
何
ら
か
の
説
明
を
要
し
よ
う
。

さ
ら
に
こ
の
段
階
で
、
荘
園
・
武
家
と
も
に
、
そ
の
よ
う
に
支
配
の
対
象
を

戯
然
と
区
分
し
得
た
か
ど
う
か
も
、
説
明
を
要
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

四

　
以
上
、
上
島
氏
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
私
の
関
心
に
し
た
が
っ
て
、

あ
え
て
妄
評
を
呈
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
も
し
論
旨
を
曲
解
し
て
い
る
点

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
浅
学
な
後
進
の
暴
言
と
し
て
寛
恕
を
乞
い
た
い
。
と

こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
妾
評
を
連
ね
な
が
ら
、
上
島
氏
の
本
書
を
執
筆
さ
れ
た

真
意
に
は
遠
く
迫
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
お
そ
れ
る
。
本
書
は
荘
園
の

主
流
で
あ
る
上
久
世
荘
に
つ
い
て
、
関
係
史
料
を
あ
れ
こ
れ
撰
択
す
る
の
で

は
な
く
そ
の
す
べ
て
を
有
機
的
に
連
関
づ
け
て
、
荘
園
村
落
と
社
会
構
造
の

展
開
過
程
を
あ
と
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
上
島
氏
の
最
大
力
点
も
ま
た
、

そ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
三
章
の
「
は
じ
め
に
」
で
わ
ざ
わ

ざ
揚
雷
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
寺
関
係
文
書
に
は
、
天
正
に
い
た
る
ま
で
、

諺
大
な
史
料
一
土
地
台
帳
や
算
用
状
や
等
々
が
残
存
す
る
。
い
ま
ま
で
、

そ
れ
ら
が
史
料
と
し
て
十
分
に
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
結
果
、
当
時
の
人
々
に

は
自
明
で
あ
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
に
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
あ
ま
り
に
多

い
。
本
書
は
、
上
久
世
荘
に
つ
い
て
そ
の
す
べ
て
の
解
明
を
意
図
さ
れ
て
い

る
。
，
中
世
史
研
究
の
着
実
な
前
進
に
と
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
こ
そ
が
必

要
な
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
社
会
構
造
は
、
今
後
は
本
書
を
ぬ
き
に
し
て

は
語
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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